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ま
た
、
状
態
別
で
は
、
平
成
20
年
以
降
「
歩
行
中
」

が
「
自
動
車
乗
車
中
」
を
上
回
り
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
如
何
に
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
高

齢
者
の
事
故
や
歩
行
者
の
事
故
を
抑
止
す
る
か
が
今

後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

峯
川　

私
ど
も
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
つ
く
る
メ
ー
カ
ー
の

使
命
と
し
て
「
事
故
に
遭
わ
な
い
社
会
」
の
実
現
の

た
め
に
「Safety for Everyone

」
と
い
う
グ
ロ
ー
バ

ル
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ
き
、
世
界
６
極
（
北
米
、

南
米
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
、 

中
国
、
日
本
）

に
お
い
て
、
各
地
域
の
事
情
に
応
じ
た
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。「
ヒ
ト
（
安
全
教
育
）」「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
安
全
技
術
）」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
安

全
情
報
）」
と
い
う
３
つ
の
領
域
を
進
化
、
相
互
に

連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、運
転
者
の
み
な
ら
ず
、

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
な
ど
交
通
社
会
に
参
加
す

る
す
べ
て
の
人
の
安
全
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
領
域
で
は
、
自

動
運
転
の
よ
う
な
将
来
技
術
の
研
究
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
歩
行
者
事
故
や
路
外
逸
脱
な
ど
の
事

故
を
軽
減
で
き
る
「
ホ

※

ン
ダ 

セ
ン
シ
ン
グ
」
と
総

称
す
る
先
進
安
全
運
転
支
援
技
術
の
着
実
な
普
及
を

図
っ
て
い
ま
す
。「
ホ
ン
ダ 

セ
ン
シ
ン
グ
」
は
、
外

界
の
検
知
情
報
を
基
に
運
転
支
援
や
事
故
回
避
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
先
進
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
で
、
適
用
車

種
を
順
次
拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
に
お

い
て
は
「
ホ
ン
ダ 

セ
ン
シ
ン
グ
」
の
設
定
が
あ
る

車
種
で
の
装
着
率
も
高
く
、
お
客
様
の
安
全
に
対
す

る
期
待
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ン
ダ
で
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
主
体
で
あ
る

運
転
者
す
な
わ
ち
「
ヒ
ト
」
に
対
し
て
、
昭
和
45
年

に
安
全
運
転
普
及
本
部
を
設
立
し
、
お
客
様
に
商
品

で
あ
る
ク
ル
マ
や
バ
イ
ク
を
正
し
く
理
解
し
て
使
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
安
全
教
育
を
「
人
か
ら
人
へ
の

─
は
じ
め
に
、
今
年
を
含
む
、
近
年
の
交
通
事
故
情

勢
に
つ
い
て
、
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

鈴
木　

平
成
26
年
中
の
交
通
事
故
は
、
発
生
件
数
が

57
万
3
8
4
2
件
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
5
万
5
1
7
9

件
・マ
イ
ナ
ス
8
・
8
％
、
死
者
数
が
4
1
1
3
人
で

前
年
比
マ
イ
ナ
ス
2
6
0
人
・
マ
イ
ナ
ス
5
・
9
％
、

負
傷
者
数
が
71
万
1
3
7
4
人
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

７
万
1
2
0
人
・
マ
イ
ナ
ス
9
・
0
％
と
い
う
状
況
に

あ
り
、
死
者
数
は
14
年
連
続
の
減
少
、
発
生
件
数
と

負
傷
者
数
は
10
年
連
続
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
死
者
数
の
減
少
幅
は
縮
小
傾
向
に
あ
り
、
ま

た
、
全
死
者
数
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め

る
割
合
は
、
53
・
3
％
で
過
去
最
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

本
年
10
月
末
現
在
の
死
者
数
は
３
２
９
６
人
で
、

前
年
と
同
数
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ

て
は
15
年
ぶ
り
に
年
間
死
者
数
が
増
加
に
転
じ
る
こ

と
と
な
り
か
ね
な
い
大
変
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま

す
。

─
今
年
度
は
第
９
次
交
通
安
全
基
本
計
画
の
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
課
題
に

つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木　

ご
承
知
の
と
お
り
、
第
９
次
交
通
安
全
基
本

計
画
の
目
標
は
、「
平
成
27
年
ま
で
に
24
時
間
死
者

数
を
3
0
0
0
人
以
下
と
し
、
世
界
一
安
全
な
道
路

交
通
を
実
現
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
10
月
上

旬
に
交
通
事
故
死
者
数
が
3
0
0
0
人
を
超
え
ま

し
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
計
画
期

間
を
通
し
て
見
る
と
、
交
通
事
故
死
傷
者
数
は
概
ね

目
標
に
向
け
て
減
少
し
て
い
ま
す
し
、
死
者
数
も
第

８
次
交
通
安
全
基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成

22
年
に
比
べ
る
と
相
当
程
度
減
少
し
て
い
ま
す
。

第
９
次
交
通
安
全
基
本
計
画
で
は
、「
高
齢
者
及

び
子
ど
も
の
安
全
確
保
」「
歩
行
者
及
び
自
転
車
の

安
全
確
保
」「
生
活
道
路
及
び
幹
線
道
路
に
お
け
る

安
全
確
保
」
の
３
つ
の
視
点
が
示
さ
れ
て
お
り
、
警

察
と
し
て
は
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
、
自
転
車
の
安

全
利
用
の
促
進
、
全
て
の
座
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
等

を
重
点
に
、
安
全
教
育
や
広
報
啓
発
、
交
通
安
全
施

設
の
整
備
、
指
導
取
締
り
等
の
各
種
施
策
を
推
進
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
や
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
組
み
が
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
、
交
通
事
故
の
減
少
に
比
べ
て
死
者
数
が
減

少
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
大
き
な
要
因
と
し
て
、
交

通
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
に
至
る
割
合
が
他
の
年
齢
層

に
比
べ
て
高
い
高
齢
者
の
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

対談：交通事故のない社会をめざして

※ Honda SENSING ＝フロントグリル内に設置したミリ波レーダーと、フロントウインドウ内上部に設置した単眼カメラという、特性の異なる 2 種類のセンサーで構成されたシステム。
　詳細は以下ホームページを参照。 http://www.honda.co.jp/hondasensing/

鈴木 基久・警察庁交通局長（写真右）
峯川 尚・本田技研工業（株）専務執行役員 安全運転普及本部 本部長（写真左）



手
渡
し
の
安
全
」
と
「
参
加
体
験
型
の
実
践
教
育
」

を
基
本
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
安
全
技
術
が
進
化

す
る
一
方
、
安
全
な
社
会
の
根
底
に
は
そ
こ
に
参
加

す
る
運
転
者
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用

者
な
ど
も
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
他
者
へ
の
思
い
や
り

の
心
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
安
全
教
育
は
、

交
通
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

─
現
在
、
策
定
中
の
第
10
次
交
通
安
全
基
本
計
画
に

向
け
て
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木　

第
10
次
交
通
安
全
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、

来
年
３
月
の
中
央
交
通
安
全
対
策
会
議
決
定
に
向

け
、
現
在
政
府
に
お
い
て
検
討
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
高
齢
化
が
更
に
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
が

重
要
課
題
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
高

齢
者
の
交
通
事
故
死
者
の
6
割
以
上
は
歩
行
中
又
は

自
転
車
乗
用
中
で
す
の
で
、
こ
う
し
た
高
齢
者
が
被

害
に
遭
う
事
故
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
高
齢
者
の
免
許
保
有
人
口
の
増
加
に

伴
い
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
の
防
止
も
益
々
課

題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
状
態
別
死
者
を
国
際
比
較
で
見
ま
す
と
、

我
が
国
は
自
動
車
乗
車
中
の
割
合
は
低
い
の
で
す

が
、
歩
行
中
、
自
転
車
乗
用
中
の
割
合
が
諸
外
国
に

比
べ
高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
10
年
で
の
減
り
方
も

相
対
的
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
子
ど

も
を
は
じ
め
と
し
て
、
歩
行
中
等
の
方
が
被
害
に
遭

う
事
故
を
防
ぐ
観
点
か
ら
も
、
い
わ
ゆ
る
生
活
道
路

に
お
け
る
安
全
対
策
に
一
層
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
32
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
開
催
に
向
け
、
我
が
国
を

訪
れ
る
外
国
人
が
更
に
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
た
安

防
止
に
対
す
る
お
考
え
や
重
点
を
置
い
て
い
る
施
策

に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木　

自
動
車
等
が
第
1
当
事
者
と
な
っ
た
交
通
死

亡
事
故
に
つ
い
て
見
る
と
、
運
転
者
の
う
ち
の
約
４

分
の
１
が
高
齢
者
な
の
で
す
が
、
さ
ら
に
、
免
許
保

有
者
10
万
人
当
た
り
の
死
亡
事
故
件
数
を
見
る
と
、

特
に
75
歳
以
上
は
、
他
の
年
齢
層
の
約
2
・
5
倍
と
、

非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
高
齢
運
転
者
が
交
通
事
故
の
加
害
者

と
な
ら
な
い
よ
う
、
免
許
更
新
時
の
高
齢
者
講
習
に

お
い
て
個
々
の
運
転
者
に
応
じ
た
安
全
運
転
指
導
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
高
齢
運
転
者
の
特
性
等
に
関
す

る
広
報
啓
発
、
高
齢
運
転
者
が
見
や
す
い
大
型
・
高

輝
度
の
道
路
標
識
・
標
示
の
整
備
な
ど
の
取
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
75
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
に
つい
て
は
、
認

知
機
能
の
低
下
が
運
転
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
か
ら
免
許
更
新

時
に
認
知
機
能
検
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
年
６
月
に
成
立
し
た
改
正
道
路
交
通
法
に
よ
り
、

更
に
臨
時
認
知
機
能
検
査
制
度
を
導
入
し
、
そ
の
結

果
に
応
じ
て
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
な
講
習
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
、
高
齢
運
転
者
講
習

の
内
容
の
高
度
化
・
合
理
化
を
図
り
、
よ
り
一層
の
高

齢
運
転
者
支
援
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
と
医
師
に
診
断
さ
れ
る
な
ど
し
て

免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
方
や
運
転
免
許
を
自
主
返
納

し
た
方
、
自
動
車
の
運
転
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者
な

ど
が
自
ら
の
運
転
に
頼
ら
ず
に
移
動
で
き
る
環
境
づ

く
り
も
重
要
で
す
の
で
、
警
察
と
し
て
も
自
治
体
や

運
輸
当
局
等
に
協
力
し
、
地
域
公
共
交
通
の
充
実
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

峯
川　

高
齢
運
転
者
に
お
い
て
は
、
行
政
の
実
施
す

る
70
歳
以
上
の
免
許
保
持
者
に
3
年
毎
の
高
齢
者
講

習
な
ど
教
育
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
教
育

の
場
で
身
に
つ
け
た
安
全
意
識
を
高
齢
者
に
い
か
に

持
続
さ
せ
て
も
ら
う
か
、
ま
た
、
3
年
の
間
に
加
齢

が
進
み
ま
す
し
、
個
人
差
も
大
き
い
で
す
か
ら
人
に

よ
っ
て
は
も
っ
と
き
め
細
か
い
運
転
ア
ド
バ
イ
ス
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
高
齢

者
の
身
近
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
教
育
機
会
の
提
供
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
ど
も
も
、

ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
高
齢
運

転
者
向
け
に
運
転
の
振
り
返
り
を
中
心
と
し
た
教
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
は
限
定
的
で
、
や

は
り
教
育
内
容
と
普
及
と
の
両
立
が
課
題
で
す
。

ま
た
、
高
齢
運
転
者
に
お
い
て
は
、
四
輪
だ
け

で
な
く
二
輪
、
特
に
原
付
乗
車
中
の
事
故
防
止
も

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
私
ど
も
二
輪
業
界
団
体
は

行
政
と
連
携
し
て
、
高
齢
の
原
付
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象

全
対
策
も
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
他
の
イ
ン

フ
ラ
と
同
様
に
信
号
機
等
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
の
で
、
交
通
安
全
施
設
等
の
計
画

的
整
備
、
戦
略
的
維
持
管
理
と
い
っ
た
こ
と
も
今
後

5
年
間
の
重
要
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

峯
川　

今
、
交
通
局
長
が
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
よ
う

に
、
高
齢
化
の
進
展
も
あ
り
、
今
後
な
か
な
か
死
者

数
が
低
減
し
に
く
い
状
況
か
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も

は
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
個

人
の
自
由
な
移
動
の
喜
び
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
現
実
に
地
方
に
お
け
る
高
齢
者
の
移
動
を
考
え

た
時
に
ク
ル
マ
は
重
要
な
手
段
の
1
つ
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
一
方
、死
者
数
の
多
く
を
高
齢
者
が
占
め
、

ま
た
他
の
年
齢
層
に
比
べ
致
死
率
が
高
い
と
い
う
状

況
の
中
で
、
ま
ず
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
「
ホ
ン
ダ 

セ
ン
シ
ン
グ
」
の
よ
う
な
先
進
安
全
運
転
支
援
技
術

の
早
期
普
及
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
今
、
自

動
運
転
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
技
術
は
段

階
的
な
積
み
上
げ
で
あ
り
、
過
密
で
複
雑
な
交
通
環

境
下
で
完
全
自
動
化
す
る
に
は
極
め
て
高
い
技
術
と

関
連
す
る
制
度
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
必
要
と
な
り

ま
す
。
着
実
に
先
進
安
全
運
転
支
援
技
術
を
普
及
さ

せ
、
将
来
的
な
自
動
運
転
に
向
け
て
技
術
を
高
度
化

す
る
こ
と
は
、
ク
ル
マ
乗
員
の
み
な
ら
ず
、
事
故
の

相
手
と
し
て
の
歩
行
者
や
二
輪
車
に
対
し
て
も
当
然

大
き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
教
育
の
領
域
で
は
こ
れ
ま
で
通
り
、

年
代
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
体
系
的
な
交
通

安
全
教
育
を
推
進
す
べ
き
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者
に

つ
い
て
は
二
輪
車
も
含
め
て
よ
り
効
果
的
な
教
育
を

普
及
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
高

齢
者
・
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
施
設
へ
の
送
迎
や
、

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の
方
の
運
転
復
帰
と
い
っ

た
、
高
ま
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
も
取
組
み
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
交
通
事
故
死
者
数
を
状
態
別
に
み
る
と
、
平
成
20

年
以
降
は
歩
行
中
が
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
26

年
中
は
そ
の
７
割
を
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
し
た
。

高
齢
歩
行
者
へ
の
教
育
に
対
す
る
お
考
え
や
重
点
を

置
い
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
平
成
26
年
中
の
歩
行
中

死
者
の
う
ち
、
71
％
に
当
た
る
1
0
6
3
人
が
高

齢
者
で
す
。
そ
の
約
８
割
は
、
運
転
免
許
を
保
有
し

て
い
な
い
方
で
あ
り
、
ま
た
、
走
行
車
両
の
直
前
・

直
後
横
断
、
横
断
歩
道
外
横
断
、
信
号
無
視
等
高
齢

者
側
に
何
ら
か
の
法
令
違
反
が
あ
る
ケ
ー
ス
が
6
割

を
超
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
歩
行
中
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
高
齢

者
自
身
に
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
が
行
動

に
及
ぼ
す
影
響
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
歩
行
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
を
活
用
し

た
参
加
・
体
験
・
実
践
型
の
交
通
安
全
教
育
に
力
を

い
れ
て
お
り
ま
す
ほ
か
、
交
通
安
全
教
育
を
受
け
る

機
会
の
少
な
い
高
齢
者
に
対
し
て
、
関
係
機
関
・
団

体
や
交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
高
齢
者
が
集
ま
る
場
所
等
に
出
向
い
て
安

全
指
導
を
行
う
取
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
高
齢
者
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
の
方
々
を
シ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
相
互
啓
発
に
よ
り
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
も
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
歩
行
中
死
亡
事
故
の
約
7
割
は

薄
暮
時
間
帯
や
夜
間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
歩

行
者
の
存
在
を
早
く
知
ら
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要

で
す
の
で
、高
齢
者
ご
自
身
や
ご
家
族
に
働
き
か
け
、

外
出
時
の
目
立
ち
や
す
い
服
装
の
着
用
や
反
射
材
製

品
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
そ
の
活
用
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
と
と
も
に
、
薄
暮
時
間
帯
等

高
齢
者
の
事
故
が
多
発
す
る
時
間
に
警
察
官
を
で
き

る
だ
け
動
員
し
て
交
通
街
頭
活
動
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
型
信
号
機
の
整
備
や
道
路

標
識
・
標
示
等
の
大
型
化
・
高
輝
度
化
、
生
活
道
路

に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
高
齢
者
の

特
性
を
理
解
し
、
高
齢
者
を
保
護
し
よ
う
と
い
う
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
車
両

の
前
照
灯
の
早
期
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
適
正
使
用

の
促
進
を
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
交
差
点
に
お
け
る
歩

行
者
妨
害
、
信
号
無
視
等
の
指
導
取
締
り
と
合
わ
せ

て
、
歩
行
者
保
護
に
関
す
る
広
報
啓
発
等
も
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

峯
川　

高
齢
者
の
歩
行
中
の
死
者
数
を
減
ら
す
こ
と

が
、
全
体
の
死
者
数
減
に
つ
な
が
る
と
言
え
ま
す
。

高
齢
者
の
場
合
、加
齢
に
よ
る
様
々
な
要
因
に
よ
り
、

安
全
な
歩
行
行
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
ど
も
は
今
年
、
高
齢
歩
行

者
を
対
象
に
し
た
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
、「“
安
全
な
道
路
の
渡
り
方
に
つ
い
て
”
交
通
安

全
教
室
」
を
開
発
い
た
し
ま
し
た
。

（
公
財
）
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
の
資
料

に
よ
れ
ば
、
高
齢
者
が
単
路
で
横
断
歩
道
以
外
を
横

断
中
に
死
傷
し
た
ケ
ー
ス
で
は
死
者
数
、
負
傷
者
数

と
も
に
横
断
前
半
よ
り
も
横
断
後
半
の
構
成
率
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
横
断

後
半
に
左
側
か
ら
来
る
ク
ル
マ
と
の
事
故
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
高
齢
者
に
意
識
と
行
動
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
指
導
者
が
映

像
や
動
画
を
活
用
し
て
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
、
ホ
ン
ダ
は
全
国
の
交
通
指
導
員
の
皆
様
と

連
携
し
、
普
及
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
現
場
で
指
導
を
担
当
し
て
い

る
全
国
各
地
の
交
通
指
導
員
の
皆
様
の
意
見
や
要
望

を
う
か
が
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま

た
開
発
の
途
中
段
階
で
も
交
通
指
導
員
の
皆
様
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
、
よ
り
使
い
や

す
く
す
る
た
め
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
私
ど

も
の
目
的
は
よ
り
良
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
の
で
、

こ
う
し
た
皆
様
と
の
連
携
は
活
動
の
重
要
な
鍵
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
実
際
使
っ
て
い
た
だ
い

て
受
講
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
々
の
反
応
や
理
解
は
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
上
で

も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普

及
に
努
め
、
高
齢
者
の
歩
行
中
の
事
故
の
低
減
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ

の
み
な
ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
教
育
の
機
会
を
つ
く
り

出
し
て
い
く
か
も
大
き
な
課
題
で
す
。
こ
う
し
た
点

に
つ
い
て
も
、
私
ど
も
と
連
携
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
交
通
指
導
員
の
皆
様
と
、
よ
り
良
い
解
決
策
を
模

索
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

─
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
数
に
つ
い
て
も
高
齢
者
が

4
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
高
齢
運
転
者
の
事
故
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高
齢
運
転
者
に
対
し
て

よ
り
一
層
の
支
援
が
必
要

重
要
課
題
と
な
る

高
齢
歩
行
者
の
事
故
防
止



に
簡
易
型
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
ホ
ン
ダ 

ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て
、
多
発
事
故
パ

タ
ー
ン
や
危
険
予
測
の
重
要
性
の
理
解
に
特
化
し
た

教
育
の
試
み
を
始
め
ま
し
た
。

─
自
転
車
事
故
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
自
転

車
が
加
害
者
と
な
る
事
故
は
あ
ま
り
減
っ
て
お
ら

ず
、
よ
り
一
層
の
自
転
車
交
通
事
故
防
止
が
急
務
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
の
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木　

自
転
車
関
連
事
故
の
交
通
事
故
全
体
に
占
め

る
割
合
は
、
毎
年
約
２
割
を
占
め
て
お
り
、
ご
指
摘

の
と
お
り
、
総
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
対

歩
行
者
事
故
は
、
過
去
10
年
間
を
見
て
も
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
乗
用
中
の
死
傷
者
の
う
ち
の
５
分

の
３
以
上
で
、
自
転
車
側
に
何
ら
か
の
法
令
違
反
が

あ
る
な
ど
、
自
転
車
利
用
者
に
お
い
て
依
然
と
し
て

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
警
察
で
は
、
平
成
23

年
か
ら
「
自
転
車
の
通
行
環
境
の
確
立
」、「
自
転
車

利
用
者
に
対
す
る
ル
ー
ル
の
周
知
と
安
全
教
育
の
推

進
」、「
自
転
車
に
対
す
る
指
導
取
締
り
の
強
化
」
を

柱
と
す
る
「
良
好
な
自
転
車
交
通
秩
序
の
実
現
の
た

め
の
総
合
対
策
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
特
に
、「
自

転
車
安
全
利
用
五
則
」
等
を
活
用
し
た
ル
ー
ル
の
周

知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し

た
自
転
車
教
室
の
開
催
は
も
と
よ
り
、
大
学
生
、
成

人
、
高
齢
者
等
に
対
し
て
も
自
転
車
安
全
教
育
を
で

き
る
限
り
実
施
す
る
た
め
、
大
学
や
企
業
へ
の
働
き

か
け
、
自
転
車
関
係
団
体
等
が
行
う
安
全
教
育
活
動

の
支
援
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
利
用
者
の
違
反
に
対
す
る
指
導
取

締
り
を
強
化
し
、
悪
質
・
危
険
な
違
反
に
対
し
て
は
、

積
極
的
な
検
挙
措
置
を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、
道
路
管

理
者
と
連
携
し
て
、
自
転
車
通
行
環
境
の
整
備
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、平
成
25
年
の
道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り
、

自
転
車
運
転
者
講
習
制
度
が
導
入
さ
れ
、
本
年
6
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
自

転
車
の
運
転
に
関
し
一
定
の
違
反
行
為
を
反
復
し
て

行
っ
た
者
に
対
し
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
講
習

の
受
講
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
９
月
に
全
国
初
と
な
る
講
習
が
既
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
本
年
は
、
高
齢
者
等
の
自
転
車
乗

用
中
の
死
亡
事
故
が
昨
年
比
で
増
加
し
て
お
り
、
自

転
車
利
用
者
の
ル
ー
ル
遵
守
も
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
自
転
車
運
転
者
講
習
制
度

を
適
切
に
運
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・

団
体
等
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
、
自
転
車
利
用

者
に
対
す
る
広
報
啓
発
や
交
通
安
全
教
育
、
自
転
車

の
通
行
環
境
の
整
備
等
を
更
に
推
進
し
、
自
転
車
の

安
全
利
用
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

峯
川　

自
転
車
運
転
者
講
習
制
度
の
対
象
と
な
る
の

が
14
歳
以
上
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
中
学
生
・
高
校

生
へ
の
自
転
車
教
育
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
最
近
は
ホ
ン
ダ
も
高
校
を
中
心

に
自
転
車
の
安
全
教
育
の
普
及
支
援
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
学
校
が
独
自
で
行
っ
て
い
く
こ
と
が
理

想
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
自
治
体
や
警
察
を
含
め

た
地
域
が
支
援
し
て
実
施
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
も

必
要
で
す
。
そ
う
し
た
地
域
や
学
校
に
は
、
単
に
講

話
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
、体
験
や
観
察
、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
生
徒
自
身
に
安
全
や
自
分

の
日
ご
ろ
の
走
り
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
と
い
っ
た

私
ど
も
が
持
っ
て
い
る
自
転
車
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
な
ど
、
引
続
き
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
自
転
車
販
売
会

社
の
イ
オ
ン
バ
イ
ク
（
株
）、
さ
い
た
ま
市
と
連
携

し
、
９
月
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
自
転
車
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
対
象
は
自
転
車
の
補
助
輪
を
外

す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
で

す
。
展
開
に
当
た
っ
て
は
双
方
の
強
み
を
生
か
し
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ホ
ン
ダ
の
自
転
車
教
育
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、
イ
オ
ン
バ
イ
ク
（
株
）
は
非
常

に
集
客
力
の
あ
る
場
所
と
意
欲
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
を
い
た
だ
き
実
現
し
ま
し
た
。
自
転
車
に
乗
れ

る
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
で
き
る
内
容
で
す
。
補

助
輪
を
外
し
て
自
転
車
に
乗
る
と
い
う
こ
と
は
、
運

転
者
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
段
階
か
ら
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
双
方
に
安
全

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。
ま

た
、
今
後
は
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
イ
オ
ン
バ
イ

ク
（
株
）
の
店
頭
で
日
常
活
動
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
も
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
お
客
様
と
の
接
点
の
あ
る
現
場
で
こ
の
よ
う
な

取
組
み
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
教
育

機
会
の
創
出
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

─
改
め
て
「
世
界
一
安
全
な
道
路
交
通
社
会
を
め
ざ

す
」
上
で
、
今
後
の
取
組
み
に
対
す
る
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木　

世
界
一
安
全
な
道
路
交
通
社
会
を
目
指
す
た

め
に
は
、
地
道
な
取
組
み
で
す
が
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
各
年
齢
層
に
つ
い
て
、
ま
た
、
歩
行
者
、

自
転
車
、
二
輪
車
、
自
動
車
な
ど
の
各
交
通
モ
ー
ド

に
関
し
て
交
通
安
全
教
育
を
引
き
続
き
着
実
に
実
施

し
、
国
民
の
交
通
安
全
意
識
の
一
層
の
高
揚
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
れ
と
併
せ
て
、
生
活
道
路
中
心
に
、
現
在
進
め

て
い
る
ゾ
ー
ン
30
の
取
組
み
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
信

号
機
の
整
備
、見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
道
路
標
識
・

標
示
の
整
備
等
高
齢
者
や
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
環
境
整
備
に
道
路
管
理
者
と
連
携
し
な
が

ら
一
層
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
交
通
指
導

取
締
り
に
つ
い
て
も
、
歩
行
者
妨
害
等
の
交
差
点
違

反
に
重
点
を
置
い
て
実
施
し
た
り
、
生
活
道
路
で
も

速
度
取
締
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
新
た
な
取

締
機
材
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
取
組
み
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
活
道
路
等
に
お
け
る
安
全
確
保
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
等
を
用
い
て
交

通
管
理
の
最
適
化
を
図
る
た
め
、
警
察
も
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｓ

（
新
交
通
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
開
発
・
整
備
を
更
に

進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
（
公
共
車
両

優
先
シ
ス
テ
ム
）
や
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
（
安
全
運
転
支
援
シ

ス
テ
ム
）
等
の
ほ
か
、
信
号
情
報
に
基
づ
く
走
行
支

援
情
報
を
運
転
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
ゆ
と
り
あ
る

運
転
等
を
可
能
に
す
る
信
号
情
報
活
用
運
転
シ
ス
テ

ム
（
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
を
今
後
整
備
し
て
い
く
考
え
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
め
る
上
で
も
、

自
治
体
や
道
路
管
理
者
、
御
社
を
は
じ
め
と
す
る
自

動
車
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
更
に
強
化
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

警
察
で
は
、
現
在
、
交
通
事
故
分
析
の
高
度
化
を

図
る
た
め
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
分
析
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
交
通
事

故
実
態
等
に
関
す
る
関
係
者
や
国
民
の
皆
様
へ
の
情

報
提
供
・
発
信
を
一
層
効
果
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

峯
川　

ホ
ン
ダ
は
創
業
以
来
、
二
輪
車
、
四
輪
車
な

ど
、
個
人
が
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
」
を
通
じ
て
、
お
客
様
と
「
喜
び
」
を
共

有
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
「
喜
び
」
を
次
世
代

へ
受
け
継
い
で
い
く
た
め
の
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

「Safety for Everyone

」
で
す
。
事
故
ゼ
ロ
に
向

け
た
取
組
み
は
、
責
務
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ま
た
お

客
様
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
も
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
政
府
の
言
う
「
世
界
一
安
全
な
道
路
交
通
を

実
現
す
る
」
こ
と
と
私
ど
も
の
「
事
故
ゼ
ロ
の
交
通

社
会
の
実
現
」
の
方
向
性
は
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
繰

り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
事
故
軽

減
に
寄
与
で
き
る
、
よ
り
安
全
な
ク
ル
マ
や
バ
イ
ク

を
開
発
し
、
そ
れ
を
い
ち
早
く
普
及
し
て
い
く
こ
と

は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
安
全
教
育
の
領
域
に
お
い

て
も
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
現
場
の
実
態
を
よ

く
見
て
、
お
客
様
や
関
係
し
て
い
る
方
々
の
声
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
新
た
な
視
点
や
発
想
を
加
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
常
に
活
動
を
進
化
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
例
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ホ
ン
ダ
の
四
輪

販
売
会
社
で
は
、
自
ら
の
ス
タ
ッ
フ
が
近
隣
の
幼
稚

園
・
保
育
園
に
出
向
い
て
園
児
に
交
通
安
全
指
導
を

行
う
と
い
っ
た
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ま
た
、

ク
ル
マ
の
運
転
復
帰
を
め
ざ
す
高
次
脳
機
能
障
が
い

者
向
け
に
ホ
ン
ダ
の
開
発
し
た
安
全
運
転
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
活
用
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
、
ホ
ン
ダ

と
連
携
す
る
自
動
車
教
習
所
が
近
隣
の
病
院
や
リ
ハ

ビ
リ
施
設
と
協
力
し
て
、
安
全
に
運
転
を
再
開
す
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
構
築
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
も
今
後

ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
方
々

の
安
全
で
安
心
な
移
動
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
み

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
普
及
を
広
げ
る
た
め
に
は

当
然
、
ホ
ン
ダ
だ
け
で
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
人
に
身
近
な
場
所
で
交
通
安
全
に
親
し

み
な
が
ら
学
ん
で
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
今
後
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政
、
関
係
団
体
、
地
域
社
会
を

は
じ
め
志
を
同
じ
く
す
る
多
く
の
の
皆
様
と
の
連
携

を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

御
社
は
、
こ
れ
ま
で
も
交
通
安
全
に
関
す
る

多
く
の
教
材
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
資
機
材
な
ど
を
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開
発
し
て
こ
ら
れ
、「Safety for Everyone

」
の

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
利
便
性
と
安
全
性
と
の
両

立
に
向
け
た
多
面
的
で
深
み
の
あ
る
取
組
み
を
展
開

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
交
通
安
全
に
対

す
る
熱
意
と
崇
高
な
使
命
感
に
敬
意
を
抱
い
て
お
り

ま
す
。

特
に
、
御
社
が
開
発
さ
れ
た
教
育
手
法
等
に
は
、

警
察
と
し
て
も
学
ぶ
べ
き
点
が
多
々
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
交
通
安
全

教
育
に
つ
い
て
も
警
察
と
関
係
機
関
・
団
体
、
そ
し

て
、
御
社
の
よ
う
に
交
通
安
全
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
の
皆
様
方
が
、
相
互
に
協

力
、
連
携
し
つ
つ
取
組
み
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
大
き
な
効
果
を
挙
げ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
御
社
を
は
じ
め
各
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
安
全
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開

発
が
急
速
な
進
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
を
含
む
技
術
の
進
歩
が
交
通
事

故
の
防
止
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
移
動
手
段
の
確

保
等
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

警
察
庁
と
し
て
も
、
関
係
省
庁
と
緊
密
に
連
携
し

な
が
ら
、
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
公
道
実
証

実
験
を
安
全
に
行
う
た
め
の
環
境
整
備
や
法
制
度
面

の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、官
民
が
良
好
な
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
、

共
に
交
通
安
全
対
策
の
取
組
み
の
質
的
・
量
的
な
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
交
通
安

全
意
識
が
企
業
や
家
庭
の
隅
々
に
ま
で
広
が
っ
て
、

国
民
の
安
全
行
動
が
根
付
い
て
い
き
、「
世
界
一
安

全
な
道
路
交
通
社
会
」
が
我
が
国
で
必
ず
や
実
現
す

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

─
長
時
間
に
わ
た
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

対談：交通事故のない社会をめざして

峯川 尚
Sho Minekawa

本田技研工業（株）専務執行役員
安全運転普及本部 本部長

自
転
車
の
安
全
利
用
を

促
進
し
て
い
く
た
め
に

官
民
が
取
組
み
の
質
的・量
的
な

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
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森川さんは、この勉強会で
安全運転普及本部スタッフ
から指導方法を学んでい
る。
「あやとりぃ交通安全教

室」は、交通環境の音や道
路の正しい歩き方などを参
加した子どもたちとコミュ
ニケーションをとりながら
進めることにより、楽しみ
ながら学べる場となった。
導入の「音当てクイズ」で
は街の中で耳にする様々な音を順番に再
生し、何の音かを子どもたちに答えても
らう。続いて、歩道や路側帯の道路が描
かれたワークシートを見せて、「どこを歩
けばいいか、教えてくれるかな？」と森
川さんが問いかける。そして、子どもの
一人に男の子のイラストを手渡すと、子
どもはそのイラストを道路の右端に貼り
付けた。森川さんは「正解です。このよ
うな道路では右側の端を歩くと、クルマ
と人が互いによく見えるので安全です。
そして、道の角に来たら必ず止まって、
クルマが来ていないかよく観てから進ん
でください」と補足する。最後に、歩行
者用信号の「赤」「青」「青点滅」それぞ
れでの安全確認行動を説明。「青」であっ
ても、横断歩道を渡る前に、止まって左
右の安全確認するよう強調した。

埼玉県狭山市から 7 歳の女の子と参加
した母親は「『止まって左右を観る』こ

との必要性を子どもが理解できた
ので、参加して良かったと思いま
す。道路を歩く時や自転車に乗る
時の安全行動を教えていただき、
私自身も勉強になりました」と感
想を話してくれた。
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埼玉県内の Honda Cars（四輪販売会社）
で構成する埼玉県ホンダ会が 11 月 15 日、
国営武蔵丘陵森林公園（埼玉県滑川町）
のイベント「Outdoor Park in 森林公園」
の中で、交通安全教室を開催した（共催：
本田技研工業（株）安全運転普及本部）。
埼玉県ホンダ会の会長を務める Honda 
Cars 埼玉県央・代表取締役社長の田口忍
さんは開催の意義について次のように語
る。
「大勢の人が集まるイベントで交通安

全教室を実施することは、一人でも多く
のお客様に交通安全に目を向けていた
だけますし、私たち Honda Cars 全体の
交通安全に対する意識も高まると考えま
した。また、交通安全の啓発とともに
Honda 車の展示も行いますので、Honda 
SENSING という先進の安全運転支援技
術を紹介することで、お客様に Honda の
安全に対する姿勢や想いを感じていただ
きたいと思っています」。

会場内に設けられた Honda のブースに
は、「あやとりぃ※交通安全教室」「Honda
自転車シミュレーター」「交通安全クイ
ズ＆ぬりえ」のプログラムが用意され、
来場者は興味のあるものを選んで参加で
きるようになっている。
「あやとりぃ交通安全教室」では、Honda 

Cars 埼玉（本社：埼玉県さいたま市）の
スタッフである森川夢香さんが、Honda
の交通安全教育プログラム「あやとりぃ 
ひよこ編（以下、あやとりぃ）」を使っ
て子どもとその保護者を対象に交通安
全指導を行った。Honda Cars 埼玉では、
各拠点の女性スタッフを対象にした「あ
やとりぃ」の勉強会を今年 7 月に実施。
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●埼玉県ホンダ会

一人でも多くのお客様に交通安全へ
目を向けていただくために

●第2回交通安全動画・ポスターコンテスト結果発表

動画6作品、ポスター8作品が入賞
　Hondaでは昨年に引き続き、今年も7月か
ら 9 月にかけて交通安全の動画やポスター
を一般の方々から募集。第 2 回となる今回
のテーマは「みらいの交通社会」。「いろい
ろな乗り物を運転する人や歩く人、または
クルマやバイク、自転車がこうなったら
もっと安全になるのでは？」ということを
30 秒の動画やポスターとして表現しても
らい、コンテストを実施した。Honda 社内
での厳正な審査の結果、動画 6 作品、ポス
ター8作品が受賞作に輝いた。入選作品は、
Honda のホームページで公開されている。

〈動画の部〉
大賞：静岡県 鈴木さん・青野さん・溝口さ
ん（静岡大成高等学校放送部）
優秀賞：福岡県 淵上さん、大阪府 代表・
河内さん（肥後橋映像同好会）
Honda 賞：兵庫県 平川さん、神奈川県 山村
さん、兵庫県 滝川第二中学校高等学校キャ
ンパスナビゲーターの皆さん
〈ポスターの部〉
大賞：福岡県 福井さん
優秀賞：神奈川県 佐々木さん、福岡県 山本
さん

子どもたちとコミュニケーションをとりながら、「あやと
りぃ交通安全教室」を進める Honda Cars 埼玉の森川
夢香さん

指導を終えた森川さんは「交通安全指
導をするのは初めてです。参加してくれ
たお子さんには『止まる』『観る』とい
うことを覚えて帰ってほしいと思い、指
導に取り組みました。私の問いかけに子
どもたちがすぐに手を上げたり、答えて
くれたので、スムーズに進行できたと思
います。まず、やってみることが重要だ
と思いますので、この経験を他のスタッ
フにも伝え、各拠点での交通安全指導の
実施を促していきたい」という。

埼玉県ホンダ会では今後、県内の販売
会社で『あやとりぃ』を使った指導がで
きるスタッフを増やし、販売会社独自の
交通安全活動も強化したい考えだ。

埼玉県ホンダ会会長の田口忍さん（Honda Cars 埼玉
県央・代表取締役社長）

来場した多くの子どもたちが Honda 自転車シミュレーター を体験

動画の部・大賞

ポスターの部・大賞

道路を歩くべき場所や、信号機のある交差点での
安全確認行動について、「あやとりぃ ひよこ編」
のワークシートを使って解説

※あやとりぃ＝ Honda が三重県鈴鹿市と協力して開発し
た交通安全教育プログラム。幼児～小学校低学年対
象の「あやとりぃ　ひよこ編」、小学 3 ～ 4 年生対象
の「あやとりぃ」、幼児～小学校高学年対象の「あやと
りぃ　自転車教室」、高齢の歩行者・自転車利用者対
象の「あやとりぃ　長寿編」がある。あやとりぃは「あん
ぜんを　やさしく　ときあかし　りかいして　いただく」の
略。詳細は以下ホームページを参照。

    http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/ayatorii/

Honda 賞：福岡県 木庭さん、東京都 ハルミ
カさん、岡山県 安木さん、埼玉県 弘山さん、
三重県 福田さん



で意思統一ができたと思います。また、
映像を見ることで、どのような指導をす
べきかイメージできました」。

太田工業高校は今回の実技として、「8
の字走行」と「反応・回避」を取り入れた。
それぞれを担当する先生方はマニュアル
に沿って進めていく。
「8の字走行」では直径 10ｍの円をつな
げた8の字コース内を自転車 20台で走行
する。最初のうちは、20台が入りきる前
に 8の字の交差する箇所で自転車が接触
してしまう。先生は生徒を集め、全員で
スムーズに走るために必要なことは何か
問いかけ、「ゆっくり走る」「他の人の動
きをよく観る」「譲り合う」という答えを
生徒から導き出す。それらを実践するこ

とで、最終的にコース内を 20台で走行す
ることができた。先生方が教えるのでは
なく、生徒自身が考え、自ら答えを導き
出すことが重要なのである。
「反応・回避」は先生に向かって直進し、
先生が上げた旗と逆方向に回避するとい
うもの。これを両手でハンドルを持って
いる時と片手の時で行う。片手運転では、
バランスを崩して安全に回避できないこ
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高校生の年代は、交通社会の一員とし
ての責任を自覚した行動が求められ始め
る時期である。Honda は生徒自身が交通
安全について主体的に考え、自らが交通
事故から身を守れるようになるとともに、
他の交通参加者への思いやりの心を身に
つけてほしいという考えのもと、独自に
高校生交通安全教育プログラムを 2012年
に開発し、全国の高校に拡げるとともに、
各高校が交通安全教育を継続して実施で
きるための体制づくりもサポートしてい
る。そして、活動意志のある高校が自主
的に運営できることをめざし、試行版と
して「高校生交通安全教育指導マニュア
ル（以下、マニュアル）」を作成した。こ
のマニュアル（DVD）には、高校生の自
転車による交通事故の防止を目的とした
「実技」「感受性教育※」といったプログ
ラムを収録。「実技」では「集合」「誘導」
「内容の説明」「デモンストレーション」「実
走行」「まとめ」などについて映像を使っ
て解説している。

9割近い生徒が通学に自転車を利用して
いる群馬県立太田工業高等学校は、2013
年からHondaの高校生交通安全教育を取
り入れている。同校生徒指導部交通係の
中島雅人教諭は「私たちが『交通ルール
を守るように』というだけでは生徒の意
識は変わりません。自転車には危険な側
面があるということを生徒に自覚させる
ことが重要です。その意味で、Honda の
高校生交通安全教育は実技もあり、意識
を変えてもらうのに有効だと感じていま
す」と話す。
3年目を迎えた今年は、同校の先生方
18 名が 2・3年生の生徒約 400 名に自転
車教育（実技と座学）を 10月 22日と 11
月 5日に実施。中島教諭は指導に対する
考え方を全員で共有するため、事前にマ
ニュアルを担当の先生方に配付した。「マ
ニュアルは実技のコースづくりから、指
導の流れ、生徒に指導するポイントが網
羅されているので、これを共有すること

04

TOPICS
●Hondaの高校生交通安全教育

高校の先生方による生徒への交通安全教育に向けて
〜Hondaの「指導マニュアル」の検証〜

●第46回全国白バイ安全運転競技大会

全国の白バイ隊員が高度な安全運転技能を競う
10 月 10日、11日の両日、自動車安全運
転センター安全運転中央研修所（茨城県ひ
たちなか市）にて第 46回全国白バイ安全
運転競技大会（主催：警察庁）が開催された。
この大会は、全国の白バイ隊員の安全運

転技能の向上、士気の高揚及び隊員相互の
融和団結を図ることを目的として、昭和 44
年より実施されている。今年は、43都道府
県警察及び皇宮警察から、女性隊員 45名
を含む 186名の選手が参加。バランス走行

操縦競技、トライアル走行操縦競技、不整
地走行操縦（モトクロス）競技、傾斜走行
操縦（スラローム）競技の計 4種目によっ
て熱戦が繰り広げられ、2日間で約 4500人
が観戦した。
主な結果は以下の通り。
●団体の部
（第 1部・9都府県警察）
優勝／神奈川県
第 2位／警視庁
第 3位／兵庫県

（第 2部・35道府県警察等）
優勝／熊本県
第 2位／長崎県
第 3位／三重県

とを体験してもらう。
実技をともなう自転車教育を行ったの
は今回が初めてという武藤将充教諭は「マ
ニュアルには実技の際、生徒に声をかけ
るタイミングや話すべき内容が細かく書
いてあったので、スムーズに進行できま
した」という。巻健太教諭は「思いやり
や譲り合いの気持ちの大切さを生徒に気
づかせるための手法として、『8の字走行』
は効果的だと思いました」と話す。
中島教諭は「今後、マニュアルをもと
に教員同士で話し合って、指導内容に改
善を加えていきたいと考えています。来
年度以降も、私たちだけで生徒への交通
安全教育を継続していくつもりです。そ
のために、担当の教員が異動しても継続
できるような体制づくりにも取り組みた
い」と力強く語った。

●個人競技の部
（男性の部）優勝／結城靖（神奈川県）
（女性の部）優勝／﨑久保千鶴（愛知県）

Honda は現在、各高校でこのマニュアルの検証を進めており、
早期の完成をめざしています。

「高校生交通安全教育指導マニュアル」に関心をお持ちの先生、
地域指導者の方は下記にご相談ください。
本田技研工業（株）安全運転普及本部　TEL ：03(5412)1736

※感受性教育＝交通社会人としての責任を自ら考える座学。事故の事例から交通事故の怖さ、周囲への影響、事故に伴う責任の重さについて学び、グループ討議の手法を使い、自分の考え方や行動を見直すことを学ぶ。

生徒自身が考え、
自ら答えを導き出す

実技による教育で
生徒の意識を変える

実技での体験とあわせ、先生が問いかけを行うこと
で生徒の気づきを促す

反応・回避

座学ではルール（人の従うべき規則）とマナー（人に対し
て思いやる心）が交通安全に重要であることを説明

8 の字走行



いてもアドバイスが可能となった。
普及活動の場と機会の拡大に向

け、Honda は他業種との連携も進め
ている。今年度は自転車専門店のイ
オンバイク（株）と連携し、イオン
バイクの「場と機会」、Honda の「ノ
ウハウ」という双方の強みを持ち寄
り、子どもとその保護者を対象にし
た自転車教室をスタートした。教室
での実践を通じて、自転車教育のノ
ウハウをイオンバイクのスタッフに

お伝えし、今後、全国にある同社の店舗で
自転車教育の拡大が期待でき、Honda も同
社の活動に継続して連携していこうと考え
ている。

インターネットによる情報発信をさらに
有効なツールとして活用するため、ホーム
ページを見直し、すぐにできる運転習慣を
わかりやすく紹介するコンテンツを追加す
るなど、交通安全指導者だけでなく一般の
皆様にわかりやすい情報を増やした。

また、交通安全について考えていただく
ためのきっかけづくりとして、交通安全を
テーマとした動画やポスターを一般の皆様
から募集し、コンテストを実施している（4
面参照）。
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活動報告Honda の安全運転普及活動は46年目を迎えた。昨年スタートした3ヶ年計画の2年目にあたる今年は「先
進性・独自性のソフト開発による、戦略的な普及活動への転換」を方針のもと、「教育ソフトウェアの開発と
導入」「普及活動の変革と進化」「海外における二輪事故低減の実現」の3つの重点課題に取り組んだ。

高齢歩行者への新たな教育プログラムの開発
交通事故死者数に占める高齢者

（65 歳以上）の割合は平成 22 年に
初めて 50％を超え、昨年は 53.3％と
なった。これを状態別にみると、歩
行中が半数近く（48.5％）となって
おり、まずは高齢歩行者の事故を減
らすことが全体の死者数低減につな
がると考えられる。そこで、Honda
は高齢歩行者の事故低減に寄与する
ための新たな教育プログラムを開発
し、現在、その普及を進めている。
このプログラムは、道路横断中の事故が多い
ことから、例えば映像を使って道路横断を疑
似体験できる内容を取り入れるなど、高齢者
に意識と行動のミスマッチを気づいてもらえ
る構成と内容になっている。

開発にあたっては、現場で指導にあたって
いる交通指導員の皆様からのご意見をいただ

「SAFETY MAP」は地域住民の皆様をはじめ、小・
中学校や企業などの団体が地域の安全活動に活用で
きることを目的としたソーシャルマップだ（8 面参
照）。Hondaは、「SAFETY 
MAP」の情報をもとにし
た道路環境の改善提案に
よって 1 件でも事故を減
らすための取組みを進め
ている。福井県の交通安
全推進連絡協議会では各
市町に「SAFETY MAP」
の活用を促進し、ハード
とソフトの両面での安全
対策に向けた取組みを開
始したところだ。また、

「SAFETY MAP」の新たな活用領域の拡大をめざし
た調査研究も有識者と進めている。

「SAFETY MAP」の活用領域の拡大に向けて

昨年に引き続き、高次脳機能障がいの方
がクルマの運転を通して社会復帰されるこ
とへの支援として、「リハビリテーション
向け運転能力評価サポートソフト※１（以下
ソフト）」や「自操安全運転プログラム※２

（以下プログラム）」の活用拡大に向けて取
り組んでいる。Honda のソフトを導入して
いただいている病院が増えたことで、こう
した病院同士が連携し、共通の課題解決に
取り組むケースも生まれてきた。具体的に
は、四国 4 県の病院が連携し、患者様のリ
ハビリのスタートから運転復帰までのプロ
セスを構築するためにデータ収集やその解
析を進め、評価方法や判断基準作りをめざ
している。Honda が、病院間の連携活動を
サポートすることで点から線、そして面へ
の展開をめざし、地域モデルの確立を進め

お客様や地域の皆様との接点である四輪
販売会社（Honda Cars）との連携を強化し、
各社の交通安全活動の支援を進めている。
その 1 つとして、Honda Cars 各社のスタッ
フが、ショールームへ来店いただいたお子
様や、近隣にある幼稚園・保育園の園児に
Honda の幼児向け交通安全教育プログラム

「あやとりぃ ひよこ編」を活用した交通安
全教室を行うなどの地域に密着した活動を
始めている。

運転者向けには、Honda Cars のスタッ
フが携帯するタブレット端末へ納車時にお
渡しする「セーフティドライビングガイド」
をインストールし、納車時以外でも適宜安
全アドバイスができるようにした。また、
Honda のホームページ内にある動画による
危険予測トレーニングもタブレット端末の
コンテンツとして提供し、ドライバーだけ
でなく、歩行時や自転車利用時の安全につ

※ 1 四輪での運転復帰に向けて、運転に対する評価・訓
練をサポートするソフト。

※ 2 四輪での運転復帰をめざす身体が不自由な方を対象
とした教育プログラムで、安全運転に必要な基本行
動を実車走行による体験を重ねることで、運転操作・
感覚を把握できる内容になっている。

※ 3 病院や福祉施設などで送迎を担うドライバーが送迎中
の安全運転ノウハウや意識を身につけることができる
教育プログラム。

お身体の不自由な方々を対象にした交通安全の取組み 交通安全の普及拡大に向けた場と機会の創出

海外における、お客様や地域社会への交通安全普及活動は、
Honda の現地法人・関係拠点が主体となって展開し、Honda は
その活動を支援をしている。今年は Honda が台湾で大型二輪車
の販売を始めるに伴い、事前に現地法人と販売店のインストラ
クターを養成する研修を日本で実施し、販売開始以降も展開に
応じた支援を継続している。今後も、海外各国の現地の実態に
合わせ、販売店などでお客様に適切な安全運転教育ができる支
援を進めていく。

●教育ソフトウェアの開発と導入

●普及活動の変革と進化

●海外における二輪事故低減の実現

1

2

3

き、現場で使いやすい、高齢者に説得性のあ
るものとして検討を重ねた。

また現在、幼児・児童向けの教育プログラ
ムの開発にも着手している。こちらも高齢歩
行者と同様に、現場の交通指導員の皆様から
の意見をいただき、Honda らしい教育プログ
ラムの完成をめざしている。

ていく。
一方プログラムをもっと

身近な場所で訓練できるよ
うに、現在 Honda の交通
教育センターで実施してい
る実車訓練を、Honda と連
携している自動車教習所で
も可能とするため、その教
習所にソフトとプログラム
を導入していただき、近隣
の病院やリハビリ施設と連
携を取った普及拡大に着手
している。この取組みは、

青森県、沖縄県でスタートした。
また、高齢化が進むにつれ、病院やデ

イケアサービスへのクルマによる送迎も増
えており、こうした送迎時における利用者
の安心安全の確保にも取り組んでいる。群
馬県では昨年スタートした福祉サービス送
迎運転者講習会の実技教育として、Honda
が開発した「移送安全運転プログラム※ 3」
を取り入れ、来年から実技講習をスタート
する予定だ。

2015

2016年に向けて
来年度は3ヶ年計画の最終年となるので、先の 3つの重要課
題のもと、昨年、今年取り組んだ様々な活動の質を向上させる
とともに、新たなテーマにも取り組み、活動を進化させていく。
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SJ
クイズ

?

このコーナーでは、地域で活躍する
交通安全教育に携わる指導者の方 を々紹介していきます。指導者

ファイル

平成 26 年の交 通事故件数を事
故類型別にみると、車両相互で最
も多い事故類型は次のうちどれで
しょう？

①追突 　　　　  ②出会い頭衝突　　
③右折時衝突　　④左折時衝突

一 般 道 路における原付以 上 運 転
者（第 1 当事者）の交通事故件数
を危険認知速度（運転者が危険を
認知した時点の速度）別にみると、
30km/h 以下が占める割合は次の
うちどれでしょう？

①約 47％　　②約 57％　　
③約 67％　　④約 77％

クルマを走行中の前車との車間距
離を車間時間に置き換えた場合、
安全な車間時間は何秒以上でしょ
う？

©本田技研工業（株）

車両相互で最も多い事故類型は追突です。
追突事故を防ぐために、意識して車間距離を

とってください

適切な車間距離は走行速度に応じて変わります
から、距離を時間に置き換える方法を利用しましょ

う。車間時間は 2 秒以上とることが必要です

前の車が標識などの目印を通ったら、
自分の車が同じ場所を通過するまでの

時間を「ゼロ イチ、ゼロ ニ」 と
数えます

「ゼロ ニ」と数えた時に自分のクルマ
が目印を通ったら、 2 秒の車間時間を

とっていることになります

※「解答」は 8 面下、「解説」は下記 SJ ホー
　 ムページでご覧いただけます。
　 http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

交通事故を防止するためには、路上で出会うさ
まざまな危険を予測することが大切です。こ
のコーナーでは危険感受性を高めるための題
材を提供します。今回は四輪車のドライバーに、
前車の先に右折待ちのクルマがいる時の危険
について考えてもらうための KYT です。

©本田技研工業（株）

1. 少人数のグループをつくります。
2.「交通場面のイラスト」を見せながら、意見

を出し合います。
3. その後、「解答・解説※」を参考にして、

どんなことに気をつけて運転すれば良いか
再び話し合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラスト（カラー・
A4 版）」は下記 SJ ホームページでご覧いただけます。
また PDFファイルもダウンロード（無料）できます。

【使用上の注意】
●営利目的での利用はおやめください。
●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての

利用はおやめください。
●その他、使用に関するご質問はお問い合わせください。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736　E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

活用方法

安全に通過するには、
どのようなことを予測する必要が

ありますか？

Q 1

Q 2

Q 3

検索ホンダ　SJ

1 2

3 4

西宮市は兵庫県の南東部に位置する人口
約 49 万人の都市である。同市では土木局
土木総括室交通安全対策課の 8 名が 3 つ
の地区に分かれ、各地区の交通実態に合わ
せた活動を展開している。平成 26 年度は
幼児、小学生、高齢者を中心に交通安全教
室や自転車教室などを200 回以上実施した。

同市では 4 年前に交通安全教室用にパソ
コンとプロジェクターを導入。これをきっか
けに、パワーポイントを活用した教材を様々
な交通安全教室に取り入れている。最初に
パワーポイントによる教材づくりを手がけた
山口さんは「はじめのうちは、単純なスライ
ドを見せているだけでしたが、徐々に歩行者
やクルマのイラストに動きを加えたり、効果
音や音楽を組み合わせたり、見せ方に工夫
を凝らすようになりました」と話す。

そして、前野さん、越智さん、久米さんのチー

ムは幼稚園・保育園での交通安全教室用に
パワーポイントを使って教材を作成し、今年
度から取り入れた。「どうろのなまえ」「ある
くところ」「きをつけて」などのパートに分か
れており、対象や教室の実施時間に合わせ
て組み合わせることができるようにしている。

「紙のパネルではできない立体的な動きを表
現できますから、子どもたちも楽しんで注目
してくれています。また、大型のスクリーンを
使うことで、多人数でも後方の子どもにまで
よく見せることができます」と、三人はパワー
ポイントによる教材のメリットを語る。そして、

「これが完成形ではないので、今後も改良を
加えていきた
い」という。

兵庫県西宮市・交通安全対策課の皆さん
（後列左から）前野博美さん、野本千佐登さん、
新見千明さん、山口真理子さん
（前列左から）越智真貴さん、久米さよこさん、
橋本優子さん、前村亮子さん

パワーポイントで作成した教材で
わかりやすく、楽しい指導をめざす

●甲子園口幼稚園での交通安全教室

あなたは前車に続いて直進しています。
対向車線には店舗の駐車場に入るために
右折待ちをしているクルマがいます。

パワーポイントで作成したスライドを使って、子ど
もに基本的な交通ルールや安全確認行動を伝える

指導者の皆さん
の活動を

動画でご紹介
http://www.honda.co.jp/
safetyinfo/area/movie/

歩行者やクルマ
のイラストを動
かして、歩くべ
き場所を説明

アニメーションを使って飛び出し
事故にいたる過程もわかりやすく
示すことができる

指導の途中では、子どもたちを飽
きさせない工夫として、乗り物など
のイラストをスクリーンの中で上下
左右に動かし、幼児に何が映って
いたか問いかける

●踏切の安全な渡り方を
　身につけてもらうための指導

西宮市では、「線路は続
くよ どこまでも」の歌
に合わせて、身体を動
かしながら子どもに踏
切の安全な渡り方を身
につけてもらう指導など
も行っている

SJ 2015 年 12・1 月号（No.475）12 月4 日発行
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危険予測トレーニング(KYT)──危険感受性を育てる 第●回 前車の先に右折待ちのクルマがいる時（四輪車編）48
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右折が難しく、対向車と自転車を
認識しづらい交差点

「SAFETY FOCUS」は、Honda が公開している「SAFETY MAP」に示される交通上の危険が潜むスポットに
足を運び、現場の交通環境と事故防止について考察する連載記事です。

「SAFETY MAP」には「みんなの意見」として一般投稿された危険スポット情
報が地図上に表示されている。今回「FOCUS エリア」（下記参照）に取り上げ
るのは、栃木県内で 4 人の方が「みんなの意見」を投稿している「みはら歩道橋」
交差点だ。ここには、スピードが出ているクルマが多い（4 人）、右折時注意！（4
人）という投稿が寄せられている。また、この場所では、平成 26 年中に四輪
車対自転車の事故が 5 件発生している。

8

検索

（SJ クイズの解答：Q1 ①、Q2  2秒以上、Q3 ④）

「SAFETY MAP」は「みんなでつくる安全マップ」です。Honda のインターナビが集めた日
本中を走るクルマの急ブレーキ情報と、交通事故情報、そして皆さんの声で地図はつくられま
す。お手持ちの PC・スマートフォンからアクセスできますので、あなたの周囲に危ないと感じ
ることのある場所があったら、情報を投稿してください。

「SAFETY MAP」のご活用・ご参加をお願いします！

 http://www.honda.co.jp/safetymap/

ホンダ　セーフティマップ

次号は2016 年 2月19日発行予定となります。

安全な道路環境をめざして

　今回訪れた「みはら歩道橋」交差点は国道 119 号（宇都宮
環状線）と生活道路が交わっている。午前 7 時頃から通勤ラッ
シュが始まっており、外回り方向の道路はクルマが数珠つなぎ
となる激しい渋滞が発生していた。南北に通っている生活道路
は道幅が若干狭いが、通勤・通学路として利用されており、同
様に信号待ちの渋滞が発生していた。

対向車が通過直後、停止線より手
前からショートカットして右折を開始す
るクルマ

先を急ぐあまりに行われる強引な右折・直進　
　観察を始めた朝 7 時頃から宇都宮環状線の外回りは激しい渋滞と
なっていたが、反対車線である内回りはクルマの流れが順調で、多く
のクルマが速いスピードで交差点を通過していた。
　一方、環状線と交差する南北の生活道路は道幅が狭いにも関わら
ず、右左折する車両と直進車両が行きかっていた。右左折するクルマ
の横を直進車両がすり抜けるなど、車両が重なりあって対向車を認識
しづらくなっていた。特に、右折車両のドライバーは右折のタイミング
に集中するあまり、曲がった先の横断歩道（自転車横断帯）を通る歩
行者・自転車への意識がうすいように思われた。この生活道路は住宅
地を通っているため、道路形状の変更などの改善は難しい。ドライバー
は右左折時の周囲の状況を把握し、余裕を持って慎重に交差点を通
行することを心がけるべきだ。

矢印信号による直進・左折と右折の
分離で右直事故を防止する
　「みはら歩道橋」交差点では平成 27 年 5 月末に、環状線を走行
中の直進車両と右折車両による死亡事故が発生している。これを受
けて 2 ヵ月後の 7 月には環状線外回りの路面表示（右折誘導線と停
止線）を変更した。これは右折車両に交差点をショートカットして曲
がらないよう促すためだ。しかし、観察時は通勤時間帯で先を急ご
うとするためか、右折誘導線に沿って進まず、ショートカットして右
折するクルマが目立った。右折誘導線は事故を防止するためにある
ので、ドライバーはそれに従って交差点内を通行してほしい。
　栃木県警察は、来春までには同交差点の環状線側の直進・左折と
右折を矢印信号で分離するという。さらには、東側に隣接する信号
機と連動した信号制御の見直しも実施する予定である。

右折先の道路は入り口が広くなっているその
ためショートカットしたくなるようだった

今年 5 月末の右直事故発生から 2 ヵ月後に交差点の
内寄りに変更された右折待ちの停止線

運転席から見た交差点内。対向車が速
いスピードで通過するため、右折するタ
イミングが測りづらい

現場をたずねる FOCUS エリア
栃木県宇都宮市御幸ケ原町「みはら歩道橋」交差点

小学生の通学時間帯には保護者に
よる誘導が行われていた

11

●この地点で発生した事故件数

四輪車対自転車（右折時） 　　   5 件

●「SAFETY MAP」みんなの意見

※平成 26 年中　栃木県警提供

スピードが出ているクルマが多い　　4 人

右折時注意！　                           4 人

※平成 27 年 11 月16 日時点

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。

宇都宮環状線外回りの通勤ラッシュの様子

自転車利用者は少なかったが、並進や両耳のイヤホン使用が見られた
環状線と交差する生活道路からの右
折でも交差点をショートカットするクル
マが多く見られた

生活道路は道幅が狭く、右左折する車両
と直進車両が交錯

至さくら

至日光

至宇都宮駅

至小山

来春までには同交差点の環状線側の直
進・左折と右折は矢印信号で分離される


